


AF50‐42は補強部コンクリートの圧潰により終局に至った。

3.2靭性 各 供試体の変位靭性率、消散エネルギーの累積挙動を

表 3、 図 1に 示す。緊張率による影響(PC40‐60、PC50‐60、

PC55‐60)では、緊張率が最も小さいPC40‐60が 3 δyでの引張側

緊張材の破断により、また、緊張率が最も大きいPC55‐60で は

緊張率の破断は生じなかったものの、曲げ圧縮部コンクリートヘ

の負担増大により圧潰の進行にともなう荷重低下が大きくなり、

PC50‐60よ り変位靭性率が小さくなった。このように損傷の形態

は異なるものの消散エネルギT累 積挙動には差が見られなかった。緊張材の種類による影響(PC50‐60、

AF50‐60、CF50‐60)では、FRPよ りも伸びが高く、塑性変形が生じるPC鋼 棒を用いたものがAFRP、CFRP

よりも変位靭性率、累積消散エネルギーが大きくなった。プレストレス導入率による影響仏F50‐21、AF50'42、

AF50‐60)では、プレストレス導入率の最も大きいAF50‐60が早期に破断するため小さくなった。AF50‐21、

AF50‐42では、前者のコンクリート圧潰による終局と後者の緊張材破断がほぼ同時期(5δ)であったため同

程度の値となった。しかし、消散エネルギーの累積挙動には顕著な差は見られなかった。

3.3復元特性 復 元特性を評価する指標として、各ループ正

方向 上回目の残留変位率(各ループの最大変位に対する除荷

後の残留変位の割合)、弾性エネルギー(=各ルニプの吸収エ

ネルギーー消散エネルギー)を用いた。各供試体の残留変位率

および弾性エネルギーを図 2,3に示す。残留変位率、弾性エ

ネルギーともに同様の傾向を示しており、復元特性の低下は

緊張材の破断により生じていることがわかる。緊張率による

影響(PC40‐60、PC50‐60、PC55‐60)では、緊藤 がラ代きV ほヽ

どプレストレス導入量が大きくなるため残留変位率が小さく

なり、また、弾性エネルギーが大きくなる傾向にある。しか

し、緊張率が最も大きいPC55‐60で は曲げ圧縮部コンクリー

トの圧潰進行にともなう荷重低下が大きくなるため、 5 δy

まではPC50‐60と の顕著な差は見られなかった。緊張材の種

類による影響(PC50‐60、AF50‐60、CF50‐60)では、報性への

影響と同様に FRPよ りも伸びが大きく(塑 性変形が生じる

PC鋼 棒を用いたものが AFRP、 CFRPよ りも残留変位率が

小さく、弾性エネルギーが大きくなっている。プレストレス

導入率による影響lAF50‐21、AF50‐42、AF50‐60)では、プレ

ストレス導入率が大きいほど残留変位率が小さくなり、弾性

エネルギーが大きくなる傾向にあるが、同時に緊張材の破断

も早まり、破断後は、復元特性の低下が顕著であった。

4.結論

緊張率が大きいものほど緊張材の破断が生じにくくなり復

元特性が持続する。しかし、曲げ圧縮部コンクリートの圧潰

進行にともなう荷重低下も大きくなるため、緊張率 50%以 上

では、復元特性に差は見られず、また、変位取性率およびエ

ネルギー消散能も同程度となった。したがって、本研究の範

囲内では、緊張率 50%が 最適な補強量であるといえる。
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